
経営概要
◆代表者、所在地

代表取締役 内山賢祐、 福島県浪江町
◆設立年

令和５年２月
◆経営規模

ネギ 2.5ha
◆従業員数

取締役４名、 パート・アルバイト１名
◆事業内容

ＪＡ出荷を中心としたネギの周年栽培に取り組む。

株式会社 あさぎいろ

令和４年度に、県外から原子力災害被災地域である浪江
町に移住して、新規就農することを希望し、経営基盤の安定
化と人材確保に向けた法人化を検討していた。しかし、農業法
人設立の知識がないため、関係法令等を含めた助言を必要
としていた。

現状及び相談内容１

人材の確保・育成に資する取組３

支援内容２

■技術・知識の定着に向けた取り組み
全員が新規就農者であるため、なるべく同じ作業を全員で実
施することにより、知識・経験を共有し、業務レベルの底上げを
図っている。全員が作業に習熟した後に得意な部門に振り分け
ることで業務を効率化する予定である。
また、規模拡大のために大型機械の導入も検討しており、大
型特殊自動車運転免許の取得も進めている。

農業経営・就農支援センターと公益社団法人福島相双復
興推進機構が連携し、農業分野特有の法規制や労務管理に
ついて助言を行った。

■社員寮整備で県外からの新規就農呼び込み
群馬県で飲食店を経営していた代表取締役ら４名は、コロ

ナ禍をきっかけに農業に参入することを計画し、縁があった福島
県浪江町に移住後、法人の設立とともに就農した。
経営開始資金等の各種事業を活用しながら周年のネギ栽
培に取り組んでおり、今後は規模拡大を目指し、雇用を増やし
ながら経営を発展させる計画である。
計画達成に向けて雇用に関しては、地域住民を雇用するほ
か、社員寮として戸建て住宅を借上げており、今後、群馬県
を含む他県から移住する新規就農者を呼び込む準備を進め
ている。

社員寮

周年栽培でいつでも収穫できるようにすることで、人材の確
保や規模拡大を図るとともに、機械化等も進めて経営発展に
つなげていきたい。

今後の意気込み

若手の新規就農者が4名増え、さらに新規就農者を他県
から呼び込む予定であることは、担い手不足が懸念される地
域において大きな期待が持てます。

専属スタッフ所感

福島県

(株)あさぎいろの皆さん

★取締役全員が他県からの移住新規就農者であり、同郷からの就農者を呼び込むために寮を整備す
るとともに、地域でパート従業員の雇用を創出
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